
高
山
寺
蔵
儀
軌
資
料
に
お
け
る
書
入
注
の
諸
相

は
じ
め
に

松
　
本
　
光
　
隆

洛
北
栂
尾
高
山
寺
に
は
、
多
く
の
平
安
時
代
、
ま
た
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
を
蔵
す
る
が
、
そ
の
資
料
の
中
に
、
儀
軌
と
言
わ
れ
る
一
群
の
資

料
が
存
す
る
。
儀
軌
と
は
、
諸
仏
供
養
に
あ
た
っ
て
の
描
像
法
や
作
法
・
諸
尊
の
陀
羅
尼
な
ど
を
説
い
た
も
の
で
、
他
寺
院
の
経
蔵
に
お
い
て
も

平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
訓
点
資
料
と
し
て
、
多
く
の
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
山
寺
経
蔵
の
場
合
も
、
例
外
で
は
な
く
、
天
台
宗
・
真
言

宗
に
亙
っ
て
、
多
く
の
儀
軌
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
山
寺
経
蔵
に
お
け
る
儀
軌
資
料
の
伝
存
は
、
厳
密
に
は
、
複
数
の
経
函
に
散
在
す
る

（1）

も
の
で
あ
る
。
過
去
何
度
か
に
亙
っ
て
、
経
蔵
の
典
籍
が
整
理
点
検
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
は
、

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

聖
教
全
体
が
再
編
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
高
山
寺
の
聖
教
が
、
鎌
倉
時
代
よ
り
伝
え
ら
れ
る
中
で
、
次
第
に
纏
ま
り
を
失
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
が
、

近
く
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
末
に
慧
友
に
よ
っ
て
経
蔵
の
整
理
、
点
検
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
慧
友
筆
の
包
紙
が
現
存
し
て
い
る
。
儀
軌
資

料
は
、
複
数
の
画
に
亙
っ
て
分
布
す
る
も
の
の
、
特
に
、
集
中
的
に
納
め
ら
れ
た
経
函
も
存
す
る
。
例
え
ば
、
本
稿
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
第

六
二
函
も
そ
の
一
つ
で
、
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
二
　
（
昭
和
五
十
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
　
に
よ
れ
ば
、
第
六
二
函
全
体
で
は
、
一

二
五
点
の
資
料
を
蔵
す
る
が
、
そ
の
内
、
平
安
時
代
の
書
写
に
係
る
資
料
で
、
内
題
（
多
く
の
場
合
、
日
録
の
標
題
）
　
に
お
い
て
「
儀
軌
」
　
の
書
名

（
「
念
論
法
」
　
「
瑜
伽
」
　
「
－
法
」
な
ど
も
含
む
）
を
冠
し
た
訓
点
資
料
は
、
四
十
一
点
が
確
認
さ
れ
る
。
計
数
し
た
資
料
数
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、

○
金
剛
界
瑜
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要
（
第
1
1
号
）

○
文
殊
師
利
菩
薩
根
本
大
教
王
金
麹
鳥
王
晶
（
第
9
2
号
）

な
ど
も
、
儀
軌
類
に
含
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。
標
題
に
　
「
儀
軌
」
　
の
書
名
が
な
く
、
外
題
等
で
の
み
、
「
－
法
」
等
と
あ
る
も
の

も
、
右
の
計
数
に
は
加
算
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
平
安
時
代
の
儀
軌
類
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
に
鎌
倉
時
代
の
も
の
を
含
め

れ
ば
、
第
六
二
画
に
は
、
集
中
的
に
、
か
な
り
の
量
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
儀
軌
資
料
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

本
稿
で
は
、
第
六
二
函
の
他
に
も
、
比
較
的
多
く
の
儀
軌
資
料
の
伝
存
が
認
め
ら
れ
て
、
善
人
注
の
有
無
の
視
点
か
ら
調
査
の
機
会
を
得
る
こ
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と
が
で
き
た
第
二
五
画
や
、
第
一
八
二
函
（
第
1
号
～
第
5
0
号
）
、
第
一
八
四
函
及
び
第
一
三
二
函
、
第
一
五
一
画
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
を

中
心
に
取
り
上
げ
て
、
以
下
に
儀
軌
の
書
入
江
の
検
討
か
ら
認
め
ら
れ
る
注
釈
活
動
の
諸
相
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

稿
者
は
、
す
で
に
、
書
入
注
を
手
が
か
り
と
し
て
、
儀
軌
類
訓
点
資
料
に
お
け
る
注
釈
活
動
と
経
類
訓
点
資
料
に
お
け
る
注
釈
活
動
が
質
的
に

異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
両
資
料
群
を
比
較
す
る
と
、
種
類
に
お
い
て
義
注
、
普
注
の
書
人
が
密
で
、
儀
軌
類
に
お
い
て
は

粗
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
て
、
各
々
は
訓
読
の
場
に
お
け
る
扱
い
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
活
動
は
、
各
資
料
群
間
に
お
け
る
訓
読

（4）

語
の
異
な
り
を
支
え
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
儀
軌
資
料
群
（
一
部
、
本
邦
撰
述
と
思
し
き
「
－
法
」
　
「
－
私
記
」
等
を
も
含
み
、
句
切
点
だ
け
の
も
の
は
除
外
す
る
）
を

取
り
上
げ
て
、
言
語
集
団
（
宗
派
流
派
）
　
の
違
い
に
よ
っ
て
、
儀
軌
に
お
け
る
書
入
注
の
様
相
が
異
な
る
も
の
か
ど
う
か
。
書
入
注
の
背
景
に
あ

る
注
釈
活
動
の
質
に
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
課
題
を
設
定
し
、
実
態
を
記
述
し
て
、
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
天
台
宗
寺
門
派
資
料
に
お
け
る
書
入
注
の
様
相

以
下
に
は
、
各
々
の
儀
軌
訓
点
資
料
に
つ
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
法
毎
に
、
書
入
注
の
諸
相
を
記
述
す
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
奥
書
に
よ
る
手
懸
か
り

と
同
様
、
僧
侶
の
所
属
す
る
言
語
集
団
の
判
別
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
を
中
心
に
分
類
す
る
が
、
仮
名
点
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
、

一
括
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
で
、
検
討
の
対
象
と
す
る
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
っ
て
も
、
該
当
資
料
が
大
破
し
、
開
巻

不
能
な
も
の
は
、
こ
れ
を
除
外
し
た
。
ま
た
、
書
入
注
に
つ
い
て
も
、
音
注
、
義
注
の
有
無
を
検
討
し
た
も
の
で
、
校
異
、
脱
字
の
書
入
注
や
梵

語
に
対
す
る
漢
語
の
注
の
み
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
事
大
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
資
料
」
　
に
分
類
し
た
。

天
台
宗
寺
門
派
の
訓
点
資
料
に
は
、
西
墓
点
を
加
点
さ
れ
た
資
料
が
多
い
。
こ
の
ヲ
コ
ト
点
と
、
奥
書
を
手
懸
か
り
に
、
調
査
閲
覧
を
行
っ
た

儀
軌
類
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

I
、
書
入
江
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
西
基
点
加
点
の
儀
軌
資
料
（
な
お
、
掲
げ
た
用
例
中
の
訓
点
で
、
括
弧
等
の
何
も
付
さ
な
い
訓
点

は
、
朱
点
を
示
し
、
「
　
」
　
を
付
し
た
訓
点
は
、
墨
点
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

該
当
な
し
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Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
西
墓
点
加
点
の
儀
軌
資
料
（
本
文
の
校
異
喜
入
、
脱
字
の
注
記
は
、
そ
れ
ら
が
存
す
る
場
合
で

も
、
本
文
の
解
釈
に
関
わ
る
音
注
、
義
注
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
含
む
。
そ
の
用
例
は
割
愛
に
従
う
。
以
下
同
じ
）

1
、
大
叱
慮
遮
那
経
随
行
儀
軌
平
安
後
期
点
（
第
二
五
函
第
8
5
号
）
月
上
院
本

2
、
大
叱
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
皇
茶
羅
広
大
成
就
儀
軌
上
平
安
後
期
点
（
第
一
八
二
函
第
8
号
）
［
第
一
群
点
の
項
に
重
出
］

3
、
大
威
怒
烏
葬
渋
磨
成
就
儀
軌
承
徳
二
年
二
〇
九
八
）
点
（
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
1
3
号
）
覚
成
伝
領
本

4
、
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
点
（
第
一
八
二
函
第
1
8
号
）
　
［
宝
睡
院
点
の
項
に
重
出
］

5
、
馬
場
菩
薩
成
就
悉
地
念
諦
保
延
七
年
（
一
一
四
一
）
点
（
保
延
七
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
4
0
号
）

6
、
金
剛
頂
起
勝
三
界
経
説
文
殊
師
利
菩
薩
説
秘
密
心
真
言
院
政
期
点
（
久
寿
二
年
（
二
五
五
）
書
写
奥
書
）
（
第
二
五
函
第
5
8
号
）
覚
成
本

7
、
底
哩
三
味
不
動
尊
聖
者
念
諦
秘
密
法
巻
中
院
政
期
点
　
（
第
一
一
五
函
第
6
号
）

8
、
底
哩
三
昧
不
動
尊
聖
者
念
諦
秘
密
法
巻
上
院
政
期
点
（
第
一
一
五
函
第
1
9
号
）

9
、
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
蜜
門
院
政
期
点
（
第
一
一
五
函
第
3
1
号
）

以
上
九
点
が
、
平
安
時
代
の
西
基
点
資
料
に
お
い
て
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
資
料
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
資
料
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
た
資
料
に
も
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
書
人
は
な
い
。

1
0
、
阿
閣
梨
大
豊
茶
羅
潅
頂
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
第
二
五
函
第
3
4
号
）

以
上
の
検
討
に
依
れ
ば
、
西
基
点
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
を
付
さ
な
い
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

資
料
は
、
天
台
宗
寺
門
派
関
係
の
加
点
資
料
で
あ
る
が
、
高
山
寺
経
蔵
所
蔵
の
西
基
点
資
料
は
、
天
台
宗
寺
門
派
か
ら
出
て
、

た
だ
し
、
西
墓
点

真
言
宗
高
野
山
等

6

を
経
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
掛
か
っ
て
窟
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
天
台
宗
寺
門
派
の
実
態
を
端
的
に
伝
え
た
も
の
で
は
な
く
、
寺
門
派

資
料
で
も
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
余
地
も
あ
る
。
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
儀
軌
類
の
扱
い
そ
の
も
の
を
示
し
た
も
の
で
な
い
可
能
性

が
残
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
右
に
記
述
し
た
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
高
山
寺
経
蔵
所
蔵
の
西
基
点
資
料

も
調
査
の
対
象
と
し
た
画
に
納
め
ら
れ
た
限
り
で
あ
っ
て
、
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
他
に
も
西
基
点
資
料
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
も
目
配

り
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
、
儀
軌
類
の
資
料
に
お
い
て
は
、
右
の
如
く
、
大
き
な
偏
り
を
見
せ
る
。

西
墓
点
の
儀
軌
類
以
外
で
、
今
回
調
査
が
及
ん
だ
の
は
、
左
掲
の
資
料
で
あ
る
。
標
題
に
　
「
経
」
　
と
あ
る
資
料
で
あ
る
。



1
、
仏
説
造
塔
延
命
功
徳
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
聖
弓
）
月
上
院
本

r
二
キ
テ
」

○
有
小
鬼
擢
沙
鳥
瑠
（
土
＋
追
）
（
「
槌
」
下
欄
外
墨
書
「
都
廻
反
□
／
也
」
善
人
）

本
資
料
に
は
、
朱
点
の
西
墓
点
の
加
点
が
存
す
る
が
、
そ
の
加
点
は
、
巻
頭
か
ら
第
二
丁
表
の
一
字
目
ま
で
で
、
以
下
は
、
墨
点
の
仮
名
点
が
存

す
る
。
右
の
書
入
注
も
、
墨
点
部
分
に
墨
書
で
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
朱
の
西
墓
点
と
の
関
係
を
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
西
基
点
の
関
係

資
料
で
種
類
に
は
書
入
注
が
認
め
ら
れ
る
。
。

二
、
天
台
宗
山
門
派
に
お
け
る
書
入
江
の
様
相

天
台
宗
山
門
派
の
資
料
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
以
下
に
掲
げ
る
。
ヲ
コ
ト
点
法
と
し
て
は
、
宝
睡
院
点
、
仁
都
波
迦
点
、
天
水
波
留
点
（
別

流
）
、
池
上
阿
閣
梨
点
、
第
一
群
点
の
資
料
群
で
あ
る
。
高
山
寺
経
蔵
の
伝
存
状
況
は
、
西
基
点
資
料
と
同
様
に
、
そ
の
伝
存
資
料
の
性
格
に
問
題

を
含
ん
だ
資
料
群
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
ず
、
宝
睡
院
点
資
料
を
取
り
上
げ
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
宝
睡
院
点
加
点
の
儀
軌
資
料

l
、
金
剛
手
光
明
潅
頂
経
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
諦
儀
軌
法
晶
一
巻
平
安
後
期
点
（
第
一
八
二
函
第
6
号
）

○
皆
悉
忙
－
怖
那
徒
シ
P
【
喝
触
（
返
）
（
「
投
」
右
傍
朱
書
「
向
也
」
）

マ
ウ

2
、
北
方
叱
沙
門
多
聞
宝
蔵
天
王
神
妙
陀
羅
尼
別
行
儀
軌
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
点
（
久
寿
二
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
3
号
）
覚
成
本

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

音

）

○
飲
食
蘇
蜜
胡
麻
精
〈
平
濁
〉
米
等
　
（
「
蹄
」
右
傍
朱
書
「
専
六
」
書
入
）

宝
睡
院
点
資
料
で
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
右
の
二
点
で
あ
る
。

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
宝
瞳
院
点
加
点
の
儀
軌
資
料

l
、
浴
場
儀
軌
平
安
後
期
点
（
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
1
2
号
）
覚
成
伝
領
本

の

　

　

ま

　

こ

　

　

　

せ

よ

○
所
有
　
尊
像
　
方
　
撃
停
息
。
（
「
撃
」
左
傍
朱
書
「
辞
也
」
書
入
あ
り
）

の

　

に

○
安
［
於
］
休
　
上
。
（
「
林
」
右
傍
朱
書
「
辞
也
」
書
入
）

右
の
資
料
に
は
、
本
文
の
校
異
、
本
文
の
用
字
の
訂
正
な
ど
の
朱
書
の
書
入
注
が
存
す
る
。
そ
の
他
に
、
右
に
掲
げ
た
如
く
の
注
記
書
人
も
存
す
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る
が
、
本
文
の
漢
字
の
用
法
に
関
す
る
注
記
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
具
体
的
な
訓
読
語
形
を
支
え
る
も
の
で
は
な
く
、
音
注
や
義
注
と
は
性
格

を
異
に
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
。

2
、
仏
説
無
量
寿
仏
他
身
大
念
迅
倶
犀
等
金
剛
念
諦
瑜
伽
儀
軌
法
平
安
後
期
点
（
第
六
二
函
第
1
1
6
号
）

3
、
金
剛
頂
勝
三
界
経
説
文
殊
師
利
菩
薩
秘
密
心
真
言
院
政
期
点
（
長
治
二
年
（
二
〇
五
）
書
写
奥
書
）
（
第
六
二
函
第
2
1
号
）

4
、
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
大
治
二
年
（
二
二
七
）
点
（
第
一
八
二
函
第
1
8
号
）

5
、
十
八
道
次
第
永
治
二
年
（
二
四
二
）
点
（
第
一
八
二
函
第
4
2
号
）

6
、
仁
王
護
国
般
若
波
羅
経
陀
羅
尼
念
諦
儀
軌
康
治
二
年
（
二
四
三
）
点
（
康
治
二
年
書
写
奥
書
）
（
第
一
八
二
函
第
4
3
号
）

7
、
題
未
詳
院
政
期
点
（
久
安
四
年
（
二
四
八
）
奥
書
）
（
第
一
八
二
函
第
4
8
号
）

8
、
十
二
天
供
儀
軌
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
2
0
号
）

9
、
千
光
眼
観
自
在
菩
薩
秘
密
法
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
4
8
号
）

宝
睡
院
点
資
料
で
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
は
、
右
の
九
点
で
、
I
と
Ⅱ
と
を
比
較
す
れ
ば
、
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
資
料
が
、
多
数
に
上
る
。
西
基
点
資
料
と
同
様
に
、
儀
軌
類
の
加
点
資
料
に
、
注
の
喜
入
を
行
わ
な
い
傾
向
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

宝
瞳
院
点
資
料
で
儀
軌
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
一
点
が
存
す
る
。

1
、
不
空
陀
羅
尼
自
在
王
光
経
巻
上
保
元
四
年
（
二
五
九
）
点
（
保
元
元
年
（
二
五
六
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
6
3
号
）
覚
成
本

○
不
懐
嘱
「
去
〕
聖
書
無
諸
諮
曲
。
（
「
矯
」
上
欄
外
朱
書
「
矯
／
口
□
／
宣
也
詐
／
口
揉
／
箭
箱
／
也
」
書
入
・
「
詐
」
上
欄
外

れ
　
　
　
の

8

朱
書
「
詐
／
六
訝
／
口
許
／
偽
」
書
入
）

タ
ウ

○
無
所
華
避
（
返
）
　
（
「
逃
」
上
欄
外
墨
書
「
徒
努
／
切
ヒ
也
」
書
入
）

右
の
如
く
、
朱
書
、
墨
書
の
書
入
江
が
存
す
る
が
、
墨
書
書
入
注
に
は
、
「
1
－
反
」

の
他
に
、
掲
例
の
如
く
　
「
1
－
切
」
　
の
音
注
記
が
存
す
る
。

「
1
－
切
」
　
の
反
切
の
書
人
は
、
古
く
か
ら
の
喜
入
注
の
移
写
で
は
な
く
、
新
し
い
注
釈
活
動
の
証
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

同
じ
く
、
天
台
宗
山
門
派
の
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
仁
都
波
迦
点
加
点
資
料
に
お
け
る
書
入
江
の
様
態
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
仁
都
波
迦
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
・
七
倶
低
仏
母
念
諦
儀
軌
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
点
〈
寛
治
八
年
書
写
奥
書
〉
（
第
六
二
函
第
1
1
9
号
）
覚
成
伝
領
本



○
言
音
威
粛
（
毒
心
元
憂
悩
　
（
「
粛
」
右
傍
朱
書
「
宿
昔
後
也
」
書
入
）

○
以
香
水
一
瓶
〈
返
〉
置
在
壇
中
。
（
「
在
」
左
傍
朱
書
「
於
也
」
書
入
）

な
ど
を
初
め
と
す
る
朱
書
の
書
入
注
が
存
す
る
。
覚
成
本
で
あ
る
が
、
伝
領
本
で
あ
る
。

2
、
文
殊
師
利
菩
薩
根
本
大
教
王
金
麹
鳥
王
晶
一
巻
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
点
（
久
寿
二
年
書
写
奥
書
）
（
第
六
二
函
第
9
2
号
）
覚
成
本

よ

○
随
諦
彗
聖
返
〉
響
平
〉
漉
　
（
「
淑
」
右
傍
朱
書
「
子
減
反
□
」
書
入
）

○
又
法
加
持
聖
返
）
二
手
遍
　
（
本
文
「
噂
」
の
行
間
朱
書
「
職
縁
反
瓦
也
」
書
入
・
但
し
、
位
置
が
異
な
る
）

3
・
冥
道
元
遮
索
法
一
巻
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
2
1
号
）

○
諸
事
恐
・
乍
賢
者
不
悉
（
返
）
（
「
乍
」
右
傍
朱
書
「
鋤
駕
反
斬
見
」
書
入
）

右
の
資
料
3
に
は
、
右
掲
の
朱
書
の
喜
入
の
他
、
墨
書
に
よ
る
左
の
如
き
書
人
も
存
す
る
。

○
然
後
取
食
投
孟
（
平
）
（
「
孟
」
下
欄
外
墨
書
「
盆
イ
」
「
切
－
孟
（
平
）
／
干
音
／
飲
器
也
」
書
入
）

な
ど
を
初
め
と
し
て
、
本
文
に
付
さ
れ
た
墨
書
の
注
記
も
あ
る
が
、
そ
の
他
、
本
資
料
の
表
紙
見
返
し
に
は
、

○
濱
／
他
谷
反
／
通
水
（
墨
書
書
入
）

の
音
義
書
人
が
存
し
、
巻
末
に
も
二
条
の
音
義
が
存
し
て
い
る
。

4
、
尊
勝
仏
頂
真
言
修
瑜
伽
法
巻
上
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
5
8
号
）
覚
成
本

○
必
有
四
種
所
鳥
除
災
増
益
降
伏
掻
召
な
。
。
（
「
鳥
」
右
傍
朱
書
「
謂
也
ロ
ロ
倍
音
欺
」
書
入
）

以
上
の
四
資
料
に
つ
い
て
は
、
善
人
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
し
て
い
る
。

Ⅱ
、
書
入
注
（
普
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
仁
都
波
迦
点
加
点
の
儀
軌
資
料

l
、
尊
勝
仏
頂
真
言
修
瑜
伽
法
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
点
（
寛
治
二
年
書
写
奥
書
）
（
第
一
八
二
函
第
1
5
号
）
覚
成
伝
領
本

2
、
摩
利
支
菩
薩
念
諦
法
保
延
三
年
（
二
三
七
）
点
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
7
5
号
）

書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
し
な
い
仁
都
波
迦
点
資
料
は
、
右
の
二
資
料
で
、
検
討
の
対
象
と
し
た
仁
都
波
迦
点
資
料
の
全
体
量
が
あ
ま
り
多

く
は
な
い
の
で
、
判
断
を
保
留
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仁
都
波
迦
点
資
料
に
お
い
て
は
、
注
が
付
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

仁
都
波
迦
点
加
点
資
料
に
お
い
て
儀
軌
以
外
の
資
料
で
は
、
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1
、
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
冗
経
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
点
（
寛
治
四
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
5
0
号
）
覚
成
伝
嶺
本

が
認
め
ら
れ
る
が
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。

天
台
宗
山
門
派
の
資
料
と
し
て
、
天
水
波
留
点
（
別
流
）
　
の
加
点
資
料
が
存
す
る
。
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
天
水
波
留
点
（
別
流
）
加
点
の
儀
軌
資
料

該
当
な
し

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
天
水
波
留
点
（
別
流
）
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
叱
慮
遮
那
五
字
修
習
儀
軌
院
政
期
点
（
第
二
五
函
第
7
6
号
）
月
上
院
本

2
、
傭
習
般
若
波
羅
蜜
菩
薩
観
行
念
諦
儀
軌
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
9
0
号
）

天
水
波
留
点
（
別
流
）
の
加
点
資
料
は
、
高
山
寺
経
蔵
に
限
ら
ず
、
一
般
に
多
く
が
伝
存
し
て
い
な
い
。
高
山
寺
経
蔵
に
お
い
て
も
今
回
調
査
の

限
り
で
は
、
右
の
二
点
の
み
に
調
査
が
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
軽
々
な
判
断
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
右
の
二
点
共
に
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）

は
存
し
な
い
。

次
の
池
上
阿
閤
梨
点
資
料
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
伝
存
さ
れ
た
資
料
そ
の
も
の
が
多
く
な
い
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
池
上
阿
閣
梨
点
加
点
の
儀
軌
資
料

該
当
な
し

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
池
上
阿
閣
梨
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
大
叱
慮
遮
那
経
広
大
成
就
儀
軌
巻
上
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
7
3
号
）

た
だ
し
、
こ
の
資
料
に
は
、
訓
読
語
形
と
は
関
わ
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
、
以
下
の
如
き
書
入
注
が
存
し
て
い
る
。

あ
り

○
導
師
諸
彿
母
。
（
「
俳
母
」
右
傍
朱
書
「
彿
眼
也
」
書
入
）

○
大
安
柴
不
空
　
（
「
大
安
柴
不
空
」
右
傍
朱
書
「
延
命
井
也
」
善
人
）

右
の
例
は
、
本
文
の
熟
語
に
注
を
付
し
た
も
の
で
、
広
い
意
味
で
は
義
注
の
類
で
あ
ろ
う
が
、
訓
読
語
の
具
体
的
な
語
形
に
関
わ
る
も
の
で
は
無

い
と
判
断
さ
れ
る
。

次
に
、
や
は
り
天
台
宗
山
門
派
の
関
係
と
認
め
ら
れ
る
資
料
に
、
第
一
群
点
加
点
の
資
料
が
存
す
る
。
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I
、
喜
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
第
一
群
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
大
叱
魔
道
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
豊
茶
羅
広
大
成
就
儀
軌
上
平
安
後
期
点
（
第
一
八
二
函
第
8
号
）

○
光
色
は
如
唯
月
な
る
か
（
㌢
（
「
暗
」
右
傍
朱
書
「
何
老
反
光
也
」
書
入
）

右
は
、
書
入
注
の
存
す
る
資
料
で
、
用
例
は
、
右
に
掲
げ
た
如
く
で
あ
る
。

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
第
一
群
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
題
未
詳
［
次
第
］
平
安
後
期
点
（
第
一
八
二
函
第
1
1
号
）
　
（
第
一
群
点
存
疑
）

本
資
料
は
仮
名
点
が
主
体
で
、
ヲ
コ
ト
点
は
、
中
央
の
星
鮎
「
の
」
の
み
で
あ
る
。
い
ま
、
仮
に
、
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
四
の
判
断
に

従
い
、
第
一
群
点
の
項
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

2
、
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
号
）

右
の
二
資
料
に
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
し
な
い
。

天
台
宗
山
門
派
の
資
料
を
通
覧
す
る
と
、
資
料
数
が
少
な
い
も
の
を
措
く
と
し
て
、
宝
睡
院
点
加
点
資
料
に
お
い
て
は
、
注
が
加
え
ら
れ
な
い

傾
向
が
認
め
ら
れ
、
調
査
の
資
料
数
は
多
く
は
な
い
が
、
仁
都
波
迦
点
資
料
に
お
い
て
は
、
注
を
付
さ
れ
る
資
料
が
優
勢
で
あ
る
。
共
に
、
天
台

宗
山
門
派
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
傾
向
が
異
な
る
状
況
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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三
、
真
言
宗
広
沢
流
に
お
け
る
書
入
注
の
諸
相

真
言
宗
広
沢
流
に
属
す
る
ヲ
コ
ト
点
法
に
は
、
浄
光
房
点
と
円
堂
点
と
が
代
表
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
浄
光
房
点
資
料
の
検
討
を
行
う
。
書
入
注

（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
浄
光
房
点
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

I
、
喜
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
浄
光
房
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
聖
迦
掘
念
怒
金
剛
童
子
菩
薩
成
就
儀
軌
経
巻
上
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
5
1
号
）

○
井
評
（
去
）
畔
繁
華
諦
（
せ
）
よ
彗
口
を
妄
遍
。
（
「
評
」
右
傍
朱
書
「
皮
括
反
サ
タ
ム
」
書
入
・
「
評
」
左
傍
朱
書
「
訂
也
コ
ト
ハ
ル
」

書
入
）



こ

と

　

を

　

　

に

し

て

○
即
錐
　
地
・
一
折
（
入
）
　
（
「
折
」
右
傍
朱
書
「
士
列
反
」
書
入
）

2
、
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
普
賢
菩
薩
念
論
法
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
7
3
号
）
円
楽
寺
本

は

　

　

の

　

な

り

○
婚
嘱
　
薩
睦
　
儀
。
（
「
嘱
」
右
傍
朱
書
「
之
欲
反
視
也
」
書
入
）

○
南
を
は
摘
熱
（
返
）
皆
黄
。
（
「
摘
」
右
傍
朱
書
「
恵
家
反
挿
也
抱
也
」
書
入
）

な
り

院
政
期
の
加
点
資
料
で
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
資
料
は
、
右
の
二
点
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
浄
光
房
点
加
点
資
料
に
は
、
以
下

の
も
の
に
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
す
る
。

3
、
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
三
年
（
二
九
二
）
奉
受
奥
書
）
（
第
二
五
函
第
3
2
号
）
奉
受
兼
意
・
興
然
本

に

　

ノ

○
以
入
浸
茶
羅
　
者
　
（
「
以
」
右
傍
朱
書
「
巳
也
」
書
入
）

ソ

ヽ

キ

　

よ

　

　

　

　

の

　

　

の

　

　

　

　

　

　

に

○
淋
灘
　
六
趣
一
切
　
有
情
　
煩
悩
［
之
］
火
。
（
「
灘
」
右
傍
朱
書
「
嶋
）
麗
」
書
入
）

4
、
大
威
怒
烏
菊
渋
摩
成
就
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
七
年
（
二
九
六
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
2
3
号
）

シ

（

？

）

　

　

　

の

○
微
　
洗
空
器
　
中
（
返
）
　
（
「
洗
」
上
覧
外
朱
書
「
湊
／
古
尭
反
／
ソ
、
ク
」
書
入
）

5
、
瑜
伽
蓮
華
部
念
論
法
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）

○
掌
中
三
撼
手
。
（
「
撼
」
左
傍
朱
書
「
動
也
」
書
入
）

書
写
奥
書
）
　
（
第
一
一
五
函
第
2
号
）
　
円
楽
寺
本
・
性
意
本
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6
、
大
自
在
天
法
則
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
第
二
五
函
第
7
3
号
）

へ

○
以
整
返
）
続
。
（
「
背
」
右
傍
朱
書
「
即
委
反
」
書
入
）

書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
し
な
い
資
料
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
浄
光
房
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
点
（
嘉
承
二
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
2
1
号
）
林
寛
本

2
、
五
宇
陀
羅
尼
頒
一
巻
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
5
8
号
）
　
円
楽
寺
本

3
、
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
5
9
号
）
円
楽
寺
本

高
山
寺
経
蔵
に
所
蔵
さ
れ
る
浄
光
房
点
資
料
は
、
円
楽
寺
関
係
の
資
料
が
多
く
、
ま
た
、
円
楽
寺
本
を
書
写
し
た
、
鎌
倉
初
期
の
性
憲
関
係
の

資
料
が
多
い
。
浄
光
房
点
資
料
も
、
多
く
を
調
査
し
て
は
い
な
い
が
、
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
を
含
め
て
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る



も
の
が
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。

浄
光
房
点
加
点
の
儀
軌
以
外
の
資
料
で
は
、
次
に
掲
げ
た
資
料
が
善
人
注
（
音
注
、
義
注
）
の
存
す
る
資
料
で
あ
る
。

1
、
墓
晶
耶
経
上
中
下
平
安
後
期
点
（
第
二
五
函
第
l
号
）

○
即
鷹
布
施
衣
服
金
特
（
平
）
牛
井
憤
（
入
）
。
（
「
特
」
右
傍
朱
書
「
女
牛
也
」
書
入
）

シ

2
、
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
巻
第
一
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
4
2
号
）

○
繁
旗
轟
上
・
（
「
轟
」
右
傍
朱
書
「
徒
到
反
」
書
入
）

3
、
使
兇
法
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
4
6
号
）

の

　

　

　

　

　

　

　

ま

〇
百
種
害
竿
性
l
絹
）
諦
－
我
陀
羅
尼
　
（
「
嬰
」
右
傍
朱
書
「
古
俄
反
女
師
也
」
書
入
）

4
、
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
世
成
就
晶
第
一
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
七
年
（
二
九
六
）
書
写
奥
書
）
（
第
六
二
函
第
8
5
号
）
円
楽
寺
本
・
性
憲
本

○
捏
彼
人
聖
返
〉
　
（
「
担
」
右
傍
朱
書
「
奴
結
反
捺
也
」
書
入
）

5
、
大
威
力
烏
謳
莞
摩
明
王
経
巻
上
鎌
倉
初
期
点
（
第
六
二
函
第
2
5
号
）

○
若
鳥
人
抵
犯
者
・
（
「
抵
」
右
傍
朱
書
「
立
紙
側
手
撃
也
」
書
入
）

6
、
大
威
力
烏
菊
琵
摩
明
王
経
巻
下
鎌
倉
初
期
点
（
第
六
二
函
第
6
3
号
）
性
憲
本

○
此
大
威
力
明
尾
裏
多
銘
壇
・
（
「
稟
」
左
傍
朱
書
「
奴
了
反
」
書
入
）

右
の
資
料
6
に
は
、
朱
書
の
例
の
他
に
、

○
彼
大
叫
被
撲
。
（
「
撲
」
右
傍
墨
書
「
撃
也
」
書
入
）

の
如
く
、
墨
書
の
書
入
注
が
存
す
る
。
以
上
が
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
の
存
す
る
儀
軌
以
外
の
資
料
で
あ
る
。

儀
軌
以
外
で
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
の
な
い
浄
光
房
点
加
点
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

l
、
一
字
奇
特
仏
頂
経
巻
二
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
6
0
号
）

2
、
使
先
法
経
鎌
倉
初
期
点
（
第
六
二
函
第
6
9
号
）
性
憲
本

3
、
仏
説
金
色
迦
那
鉢
底
陀
羅
尼
経
鎌
倉
初
期
点
（
第
一
一
五
函
第
7
4
号
）
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の
三
資
料
を
数
え
る
が
、
儀
軌
以
外
の
資
料
に
お
い
て
も
、
加
注
の
資
料
が
多
い
こ
と
が
判
る
。

次
に
、
円
堂
点
加
点
資
料
を
検
討
す
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
円
堂
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
点
（
嘉
承
二
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
8
3
号
）
林
寛
本

○
［
巻
末
］
搬
／
除
也
減
也
／
去
也
　
（
本
文
　
「
重
罪
者
則
搬
算
」
）

本
文
に
書
入
注
　
（
音
注
、
義
注
）
　
は
な
く
、
右
の
巻
末
音
義
の
一
条
が
存
す
る
。

2
、
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
諦
成
仏
儀
軌
一
巻
嘉
承
三
年
（
一
一
〇
八
）
点
（
第
六
二
函
第
8
1
号
）
林
寛
本

を

　

　

　

　

に

○
中
頭
　
像
彿
身
。
（
「
像
」
右
傍
朱
書
「
カ
タ
ト
ル
也
」
書
入
）

本
資
料
は
、
義
注
の
範
疇
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
片
仮
名
書
き
の
書
入
注
一
条
の
み
で
、
後
は
、
梵
詩
の
漢
訳
の
書
人
が
、
二
条
存
す
る
。

3
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
消
災
除
難
念
諦
儀
軌
永
久
四
年
（
二
一
六
）
点
（
第
二
五
函
第
8
9
号
）

○
壷
徽
章
楼
閣
・
（
「
徴
」
右
傍
朱
書
「
音
散
張
常
蓋
也
」
書
入
）

4
、
摩
河
吠
室
囁
未
那
野
提
婆
喝
確
聞
陀
羅
尼
儀
軌
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
亜
号
）

○
先
安
置
［
於
］
糾
柄
（
平
）
軋
（
華
（
「
封
」
右
傍
朱
書
「
営
口
反
斗
作
也
」
書
入
）

ヘ
イ

5
鰯
が
朋
轟
拍
絹
醜
鏑
摘
占
㌫
肇
年
（
三
五
）
書
写
奥
書
〉
（
第
。
五
函
聾
）
範
呆
本

○
婚
嫡
花
ノ
勧
嘩
　
（
「
辞
」
上
柵
外
墨
書
「
滞
没
反
香
也
」

資
料
5
は
、
朱
点
の
円
堂
点
加
点
資
料
で
あ
る
。
右
の
二
条
の
書
入
注
が
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
墨
書
の
注
記
で
あ
る
。
朱
の
円
堂
点
と
の

関
連
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

6
、
大
叱
慮
遮
那
仏
眼
修
行
儀
軌
院
政
期
点
（
第
一
一
五
函
第
5
号
）

を

○
降
暴
顛
導
鮎
細
水
・
（
「
駄
」
右
傍
朱
書
「
決
也
」
喜
入
）

7
、
胎
蔵
青
龍
儀
軌
巻
中
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
6
5
号
）
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C
其
形
如
　
憩
i
－
飢
三
　
（
姦
」
右
傍
朱
書
二
］
例
反
」
書
入
）

て

　

　

　

に

○
風
針
　
空
前
　
　
（
「
針
」
右
傍
朱
書
　
「
立
也
」
書
入
）

以
上
の
七
点
が
、
平
安
時
代
の
円
堂
点
加
点
資
料
に
お
け
る
書
入
注
（
普
注
、
義
注
）
　
が
存
す
る
資
料
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
資
料
ま
で
を
検
討

の
対
象
と
す
る
と
、
以
下
の
二
資
料
に
も
、
書
入
注
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

8
、
金
剛
頂
瑜
伽
他
化
自
在
天
理
趣
合
普
賢
修
行
念
諦
儀
軌
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
点
（
第
六
二
函
第
7
4
号
）

○
鳥
併
給
索
。
（
「
坪
」
右
傍
朱
書
「
古
押
反
」
書
入
、
「
綺
」
右
傍
朱
書
「
他
口
反
」
墨
書
「
タ
ウ
反
」
書
入
）

．
ヒ
ホ
．

9
、
不
動
尊
使
者
秘
蜜
法
建
久
九
年
（
二
九
八
）
点
（
第
六
二
函
第
4
8
号
）

○
亦
能
漑
ク
調
ロ
ム
龍
漱
。
（
「
乾
」
右
傍
朱
書
「
カ
ン
反
」
書
入
、
「
喝
」
右
傍
朱
書
「
カ
チ
反
」
書
入
、
「
漱
」
上
覧
外
朱
書
「
－
／
子
由
反

／
水
名
在
／
ロ
ロ
ロ
／
□
也
」
書
入
）

一
方
、
円
堂
点
加
点
資
料
に
お
い
て
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
認
め
ら
れ
な
い
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅱ
、
書
入
江
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
円
堂
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
□
□
不
動
ロ
ロ
平
安
後
期
点
（
第
二
五
函
第
4
2
号
）

2
、
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
平
安
後
期
点
（
第
二
五
函
第
4
9
号
）

3
、
底
哩
三
味
不
動
尊
聖
者
念
諦
秘
密
法
巻
中
永
久
元
年
（
一
二
三
）
点
（
永
久
元
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
一
五
函
第
2
0
号
）
林
寛
本

4
、
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
　
又
ハ
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
点
へ
天
治
二
年
又
ハ
大
治
二
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二

函
第
3
1
号
）

5
、
大
孔
雀
明
王
画
像
儀
軌
大
治
二
年
（
二
二
七
）
点
（
第
一
八
二
函
第
3
0
号
）
奉
受
兼
意
本

6
、
十
一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
言
儀
軌
経
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
点
（
長
承
元
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
4
号
）
　
［
喜
多
院
点
の
項
に
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重
出
］
　
小
田
原
別
所

へ
て

○
患
　
寒
熱
病
（
返
）

（
「
寒
熱
病
」
右
傍
朱
書
　
「
一
足
疾
也
」
書
入
）

○
其
日
三
白
食
。
（
「
三
白
食
」
右
傍
朱
書
「
乳
酪
蘇
也
」
書
入
）

資
料
6
に
は
、
右
掲
の
如
き
書
入
注
が
存
す
る
。
広
い
意
味
で
は
、
義
注
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
訓
読
語
形
の
決
定
と
連
動
し
た
も
の
で
は
な



い
と
判
断
さ
れ
る
。

7
、
時
迦
陀
野
密
行
儀
軌
保
延
四
年
（
二
三
八
）
点
（
第
二
五
函
第
7
号
）
覚
禅
本

4

8、

9、

0，

l

阿
迦
陀
蜜
一
印
千
類
千
転
三
使
者
成
就
経
法
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
点
（
第
六
二
函
第
抽
号
）
弁
真
本

速
疾
立
験
摩
醸
首
羅
天
説
迦
楼
羅
阿
尾
書
法
久
安
五
年
（
二
四
九
）
点
（
第
六
二
函
第
m
号
）
弁
真
本

l
ヽ

12
ヽl

金
剛
薬
叉
暁
怒
息
災
大
成
神
験
念
諦
儀
軌
院
政
期
点
（
仁
平
二
年
（
一

金
剛
頂
経
瑜
伽
文
殊
師
利
供
養
儀
軌
院
政
期
点
（
仁
平
□
年
書
写
奥
書
）

金
剛
超
勝
三
界
経
説
文
殊
師
利
菩
薩
秘
密
真
言
院
政
期
点
（
久
寿
二
年

一
五
二
）
書
写
奥
書
）
（
第
二
五
函
第
2
2
号
）

（
第
一
一
五
函
第
3
3
号
）
中
川
別
所
本
・
交
了
興
然
本

（
二
五
五
）
書
写
奥
書
）
（
第
六
二
函
第
2
0
号
）
奉
受
兼
意
・

興
然
本

3
ヽ14

ヽ
15

ヽl

無
量
寿
如
来
修
観
行
供
養
儀
軌
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
9
9
号
）

地
鎮
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
0
0
号
）

阿
開
如
来
念
諦
供
養
法
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
0
3
号
）
月
上
院
本

平
安
時
代
の
儀
軌
類
の
資
料
に
お
い
て
は
、
右
の
資
料
に
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）

が
な
い
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
、

61

6
ヽ

1
7
ヽ

18
ヽ

19
ヽl

聖
観
自
在
菩
薩
心
真
言
瑜
伽
観
行
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
三
年
（
＝
九
二
）
奉
受
奥
書
）
（
第
＝
五
函
第
5
2
号
）
奉
受
兼
意
・
興
然
本

金
輪
王
仏
頂
要
略
念
論
法
通
持
仏
頂
鎌
倉
初
期
点

阿
閣
梨
大
豊
茶
羅
潅
頂
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
第
一

阿
閣
梨
大
里
茶
羅
潅
頂
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
第
一

以
上
の
十
九
点
が
集
計
さ
れ
る
。
書
入
江
（
音
注
、
義
注
）

資
料
の
方
が
量
的
に
は
多
い
。

円
堂
点
加
点
の
儀
軌
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
、
書
入
注

l
、
法
華
秘
釈
院
政
期
点
（
久
安
六
年
（
二
五
〇
）

（
第
六
二
函
第
5
0
号
）
性
意
本
力

一
五
函
第
2
1
号
）

一
五
函
第
3
5
号
）

の
存
す
る
資
料
も
、
七
点
を
認
め
て
、
少
な
し
と
し
な
い
が
、
喜
入
注
の
存
し
な
い

（
音
注
、
義
注
）
の
存
す
る
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
6
1
号
）

の

　

　

に

　

　

し

　

　

の

○
泊
［
乎
］
壁
画
性
海
ま
常
談
四
皇
自
聖
返
〉
（
「
泊
」
左
傍
朱
書
「
至
也
」
書
入
）



2
、
靡
伽
街
釈
義
記
一
巻
治
承
四
年
（
二
八
C
）
点
（
治
承
四
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
胡
号
）

こ
に

C
匝
錬
日
珠
　
　
（
－
直
」
右
傍
朱
書
　
「
月
也
」
書
入
）

3
、
八
大
菩
薩
皇
茶
羅
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
6
5
号
）
書
了
興
然
本

○
漏
鉢
右
手
覆
　
（
「
柘
」
右
傍
墨
書
「
之
石
反
取
也
」
書
入
）

右
の
資
料
3
に
は
、
朱
点
の
円
堂
点
の
加
点
が
あ
る
が
、
書
入
注
は
墨
書
で
あ
る
。
朱
点
の
円
堂
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
と
言
う
関
係
か
ら
、
墨

書
は
、
円
堂
点
と
い
う
形
式
の
ヲ
コ
ト
点
資
料
と
、
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

4
、
使
冗
法
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
9
0
号
）
林
寛
本

の

　

　

　

　

　

　

　

て

　

　

　

　

　

を

〇
百
種
　
害
ロ
ー
性
l
i
諦
　
我
陀
羅
尼
　
（
「
□
」
右
傍
朱
書
「
□
俄
反
如
師
也
」
書
入
）

朱
書
の
他
に
、

「
ナ
イ
カ
シ
ロ
」
　
と

○
世
相
凌
蔑
せ
む
　
者
　
（
「
蔑
」
左
傍
墨
書
「
軽
也
」
書
入
）

の
如
く
、
墨
書
の
注
記
も
存
す
る
。

円
堂
点
資
料
で
、
儀
軌
以
外
の
も
資
料
に
つ
い
て
、
書
入
注
　
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
も
の
は
、
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
は
、
書
入
注

（
音
注
、
義
注
）
　
の
な
い
資
料
を
掲
げ
る
。

1
、
釈
摩
珂
術
論
賛
玄
疏
巻
第
四
保
延
二
年
（
二
三
六
）
点
（
第
一
八
二
函
第
3
6
号
）
聖
仙
本

2
、
釈
摩
河
術
論
巻
第
四
院
政
期
点
（
第
一
八
二
函
第
4
1
号
）
尾
欠
、
聖
仙
本

3
、
蹄
顕
密
二
教
諭
巻
上
院
政
期
点
（
久
安
二
年
（
二
四
六
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
三
三
函
第
1
4
号
）
玄
吉
本

4
、
阿
嘲
多
羅
陀
羅
尼
阿
鳴
力
晶
第
十
四
鎌
倉
初
期
点
（
第
六
二
函
第
6
4
号
）

書
入
注
　
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
資
料
は
、
以
上
の
四
資
料
で
、
儀
軌
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
限
り
に
お
い
て
、
喜
入
注
　
（
音

注
、
義
注
）
　
の
有
無
が
、
括
抗
し
て
い
る
。

以
上
の
真
言
宗
広
沢
流
の
資
料
に
お
い
て
は
、
浄
光
房
点
資
料
に
お
い
て
、
音
注
や
義
注
を
書
き
入
れ
る
傾
向
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

一
方
、
円
堂
点
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
　
（
音
注
、
義
注
）
　
の
無
い
資
料
が
、
数
量
的
に
は
優
勢
で
あ
る
と
認
め
て
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
。

7
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四
、
真
言
宗
高
野
山
関
係
資
料
に
お
け
る
書
入
注
の
様
相

真
言
宗
高
野
山
関
係
の
資
料
と
し
て
は
、
中
院
流
で
使
用
さ
れ
た
中
院
僧
正
点
加
点
の
資
料
が
存
す
る
。

I
、
書
入
江
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
中
院
僧
正
点
加
点
の
儀
軌
資
料

該
当
な
し

Ⅱ
、
書
入
江
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
中
院
僧
正
点
加
点
の
儀
軌
資
料

l
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
十
八
会
指
帰
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
（
第
一
五
一
函
第
2
8
号
）
玄
護
伝
領
本
〔
治
承
頃
ノ
青
句
点
ア
リ
〕

2
、
十
一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
言
儀
軌
経
巻
上
下
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
4
号
）

3
、
十
一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
語
儀
軌
経
巻
上
下
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
5
4
号
）

4
、
金
剛
頂
経
瑜
伽
文
殊
師
利
菩
薩
法
一
品
院
政
期
点
（
第
二
五
函
第
亜
号
）
摩
河
術
院
本

5
、
十
一
両
観
自
在
菩
薩
心
密
言
儀
軌
巻
上
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
1
8
号
）

一
般
に
、
中
院
僧
正
点
加
点
資
料
の
点
数
が
、
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
儀
軌
類
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。

儀
軌
類
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
一
点
が
確
認
さ
れ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
す
る
。

1
、
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
巻
上
中
下
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
3
0
号
）

の

　

　

の

　

　

　

　

　

の

○
乃
至
足
指
一
切
毛
口
費
青
色
口
□
（
「
費
」
右
傍
朱
書
「
放
也
」
書
入
）

〇
一
切
の
煩
悩
を
悉
皆
推
て
砕
。
と
く
〈
ヱ
配
去
〉
黄
舎
）
□
色
輿
然
つ
（
「
錆
」
下
欄
外
朱
書
「
呼
段
反
／
火
口
也
」
書
入
）

右
の
如
く
で
、
調
査
の
限
り
で
は
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
中
院
僧
正
点
も
経
類
に
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
す
る
。

81

五
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
書
入
注
の
様
相

ま
ず
、
喜
多
院
点
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
喜
多
院
点
資
料
は
、
中
川
　
（
成
身
院
）
　
で
書
写
加
点
さ
れ
た
と
思
し
き
資
料



と
轟
野
山
に
電
鍵
し
た
玄
身
の
虹
点
資
料
が
多
い
．
玄
老
木
は
、
高
野
山
の
関
係
資
料
に
含
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
喜
多
院
点
資

幹
を
一
括
し
て
検
討
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
喜
多
院
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
院
政
期
点
へ
保
延
三
年
（
一

ヒ

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

マ

）

〇
則
大
千
震
　
造
指
顧
●
（
「
造
」
左
傍
朱
書
「
堂
浪
又
候
也
」

朱
書
に
よ
る
喜
入
は
、
右
の
一
条
で
あ
る
が
、
墨
書
に
よ
る
書
人
が
、

一
三
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
2
2
号
）
中
川
本

書
入
）

行
間
、
欄
外
に
七
条
認
め
ら
れ
る
。
用
例
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

○
随
類
貴
兄
［
之
］

「
航
」
右
傍
墨
書

○
敵
郡
ケ
輿
返
）

身
と
し
て
［
而
］
樺
航
せ
。
（
平
）
［
於
］
邪
出
苦
海
（返）

［
也
〕
　
（
「
樺
」
字
上
覧
外
墨
書
「
－
／
湯
琵
反
／
土
木
階
」
書
入
、

「
胡
郎
反
渡
海
船
」
書
入
）

輿
鮎
（
返
）
　
（
「
撃
」
上
覧
外
墨
書
「
－
／
ロ
ロ
反
／
－
持
也
」
書
入
）

墨
書
の
書
入
注
は
右
の
如
く
で
、
喜
多
院
点
は
失
点
で
加
点
さ
れ
て
お
り
、
喜
多
院
点
と
は
異
な
る
出
自
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
本

資
料
の
奥
書
に
は
、
「
保
延
三
年
（
二
三
七
）
正
月
十
八
日
中
川
書
寓
畢
／
結
線
之
僧
仁
増
之
」
と
あ
っ
て
、
「
中
川
」
の
地
名
が
見
え
る
。
院

政
期
の
喜
多
院
点
の
加
点
資
料
は
、
中
川
で
加
え
ら
れ
た
も
の
も
多
く
伝
わ
る
。
し
か
し
、
墨
書
注
の
出
自
を
、
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
は
、
一

概
に
、
中
川
辺
だ
け
を
考
え
る
に
は
、
一
考
を
要
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

2
、
成
就
瑠
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
保
安
三
年
（
二
二
二
）
点
（
第
六
二
函
第
晋
）
［
次
項
に
重
出
］
中
川
本
・
玄
謹
本

○
即
礪
蓮
子
撃
退
）
（
「
樽
」
右
傍
墨
書
「
春
也
手
推
也
判
也
」
、
上
欄
外
墨
書
「
摩
也
試
／
也
」
書
入
）

右
の
資
料
に
は
、
右
掲
の
如
き
書
入
注
が
存
す
る
。
同
じ
資
料
を
後
に
も
掲
げ
る
が
、
こ
の
資
料
に
は
、
朱
点
の
喜
多
院
点
へ
保
安
三
年
（
二

二
二
）
）
と
青
点
の
喜
多
院
点
（
治
承
三
年
（
二
七
九
）
）
の
二
種
の
加
点
が
あ
る
。
朱
点
の
加
点
資
料
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た
が
、
書
入
注
は
、

墨
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

3
鈷
錮
璽
調
縞
璃
接
種
締
結
一
一
拍
鋲
に
は
訴
摘
六
。
函
第
晋
小
田
原
別
所
本
・
童

本
資
料
に
は
、
朱
書
に
よ
る
喜
多
院
点
の
加
点
と
青
書
に
よ
る
片
仮
名
の
加
点
が
あ
る
が
、
治
承
三
年
の
失
点
（
喜
多
院
点
）
と
青
点
（
片
仮
名
）

91



は
、
玄
護
の
加
点
と
思
し
い
。
上
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
た
右
の
注
は
、
青
書
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
一
条
が
認
め
ら
れ
る
。

4
、
建
立
皇
茶
羅
護
摩
儀
軌
治
承
三
年
（
二
七
九
）
点
（
保
延
三
年
（
二
三
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
五
一
画
第
2
9
号
）
中
川
本
・
玄
讃
本

（
？
）
（
？
）

○
灘
輝
極
巌
農
。
（
「
「
船
」
左
傍
青
書
「
形
／
同
融
／
こ
シ
テ
／
ア
カ
シ
」
書
入
）

5
、
新
訳
仁
王
般
若
経
陀
羅
尼
念
諦
儀
軌
治
承
二
年
（
二
七
九
）
点
（
第
一
五
一
函
第
3
1
号
）
玄
置
本

○
法
駄
（
「
駄
」
上
欄
外
墨
書
「
駄
／
ロ
穴
反
／
駿
良
／
馬
」
書
入
）

青
点
の
喜
多
院
点
の
加
点
が
存
す
る
が
、
書
入
江
は
、
墨
書
に
よ
る
。

6
、
速
疾
立
験
摩
醸
首
羅
天
説
迦
楼
羅
阿
尾
書
法
院
政
期
点
（
保
延
三
年
（
二
三
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
五
一
函
第
2
2
号
）
中
川
（
成
身

院
）
本
・
玄
護
本

○
身
上
天
魔
濾
　
（
「
療
」
上
欄
外
墨
書
「
薄
官
切
／
蒼
痕
也
」
書
入
、
「
痕
」
下
欄
外
墨
書
「
戸
口
□
／
痕
痕
也
」
書
入
）

○
角
藤
（
「
絡
」
下
欄
外
墨
書
「
力
各
切
口
／
縛
也
」
書
入
）

玄
讃
加
点
と
思
し
き
青
点
の
喜
多
院
点
の
加
点
が
あ
る
が
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
は
い
ず
れ
も
墨
書
で
あ
っ
て
、
「
1
－
切
」
　
の
形
式
の
音
注

で
あ
る
。7

、
聖
不
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
院
政
期
点
へ
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
五
一
画
第
3
号
）
中
川
本
・
玄
讃
本

「フ」

○
乗
撃
牛
。
（
「
撃
」
上
欄
外
墨
書
「
府
窓
反
／
野
牛
也
」
書
入
）

「
ホ
ウ
」

こ
の
資
料
も
、
朱
点
の
喜
多
院
点
（
保
延
三
年
）
　
の
加
点
が
存
す
る
が
、
書
入
注
（
音
注
、
、
義
注
）
　
は
、
墨
書
に
よ
る
。

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
喜
多
院
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
一
字
金
輪
王
仏
頂
略
念
諦
法
保
延
二
年
（
二
三
六
）
朱
点
・
院
政
期
青
点
（
第
一
八
二
函
第
3
7
号
）
成
身
院
本

2
、
陀
羅
尼
門
諸
部
要
目
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
（
第
六
二
函
第
1
3
号
）
成
身
院
本

3
、
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
経
大
安
楽
不
空
三
味
真
実
金
剛
菩
薩
等
十
七
聖
大
豊
茶
羅
義
述
保
延
三
年
　
（
一
一
三
七
）
朱
点
・
治
承
二
年
　
（
一

「
七
八
）
青
点
〈
保
延
三
年
書
写
奥
書
〉
（
第
六
二
函
第
1
1
5
号
）
中
川
本
・
玄
讃
本

4
、
金
剛
頂
教
金
剛
界
大
道
場
叱
慮
遮
那
如
来
自
受
用
身
内
護
智
呑
属
法
身
異
名
仏
最
上
秘
密
三
摩
地
礼
儀
文
院
政
期
点
　
（
保
延
三
年
　
（
一

02



二
二
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
9
3
号
）
中
川
（
成
身
院
）
本

5
、
金
剛
手
光
明
潅
頂
経
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
諦
儀
軌
法
晶
保
延
三
年
　
（
一
一
三
七
）
　
点
　
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函

第
9
1
号
）
中
川
本

6
、
梵
天
択
地
法
安
元
三
年
（
二
七
七
）
点
（
第
一
五
一
函
第
3
0
号
）
玄
護
本

7
、
底
哩
三
昧
耶
不
動
使
者
念
諦
晶
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
　
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
（
第
一
五
一
函
第
1
号
）
中
川
　
（
成
身
院
本
）
・
玄
護
本

8
、
薬
師
如
来
儀
軌
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
　
（
第
一
五
一
画
第
2
号
）
成
身
院
本
・
玄
吉
本
、
前
欠

9
、
降
三
世
金
剛
瑜
伽
成
就
極
深
密
門
保
延
三
年
（
二
三
七
）
点
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
三
二
函
第
2
1
号
）
中
川
本

1
0
、
金
剛
薬
叉
峡
怒
息
災
大
成
神
験
念
諦
儀
軌
保
延
三
年
（
二
三
七
）
点
（
第
三
三
函
第
3
7
号
）
中
川
本

l
ヽ

12
ヽ

13
ヽ

14
、

15
ヽ

16
ヽ

17
ヽ

18
、

1
9
ヽl

仏
説
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
儀
軌
治
承
二
年
（
＝
七
八
）
点
（
第
六
二
函
第
1
1
3
号
）
玄
置
本

仏
説
三
千
仏
名
礼
儀
文
治
承
二
年
（
一
一
八
七
）
点
　
（
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
五
一
函
第
5
号
）
玄
讃
本

大
方
広
菩
薩
蔵
経
中
文
殊
師
利
根
本
一
字
陀
羅
尼
法
院
政
期
朱
点
・
治
承
二
年
（
二
八
七
）
育
点
（
第
一
五
一
画
第
2
5
号
）
玄
護
本

成
就
妙
法
蓮
華
経
瑜
伽
観
智
儀
軌
治
承
三
年
（
＝
七
九
）
点
（
第
六
二
函
第
1
1
4
号
）
中
川
本
・
玄
置
本

聖
迦
掘
念
怒
金
剛
童
子
菩
薩
成
就
儀
軌
経
上
中
下
院
政
期
点
（
文
治
五
年
（
二
八
九
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
7
9
号
）

十
一
両
観
自
在
菩
薩
心
密
言
儀
軌
経
院
政
期
点
　
（
第
六
二
函
第
4
号
）
　
［
円
堂
点
の
項
に
重
出
］
玄
吉
本

大
叱
慮
遮
那
経
広
大
儀
軌
巻
上
院
政
期
点
（
第
一
三
二
函
第
1
0
号
）

八
字
文
殊
儀
軌
院
政
期
（
第
一
五
三
函
2
1
号
）

聖
如
意
輪
観
音
次
第
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
3
4
号
）

1

2

右
の
如
く
、
喜
多
院
点
加
点
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
を
書
き
入
れ
な
い
資
料
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
儀
軌
類
以
外
の
資

料
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、

1
、
普
賢
延
命
金
剛
最
勝
陀
羅
尼
経
保
延
三
年
（
二
三
七
）
点
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
3
8
号
）

2
、
仏
説
雨
宝
陀
羅
尼
経
治
承
二
年
（
二
七
八
）
点
（
第
一
五
一
函
第
2
4
号
）
玄
讃
本

3
、
普
賢
菩
薩
行
願
讃
治
承
二
年
（
二
七
八
）
点
（
第
一
五
一
函
第
2
6
号
）
中
川
本
・
玄
讃
本



4
、
仏
説
大
方
広
皇
珠
室
利
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
1
2
号
）
中
川
本
カ
・
玄
讃
本
カ

5
、
仏
説
救
抜
鹸
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
院
政
期
点
（
第
一
五
一
画
第
2
3
号
）
中
川
本
・
玄
讃
本

6
、
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諦
経
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
3
号
）

7
、
即
身
成
仏
義
鎌
倉
初
期
点
（
第
一
二
七
函
第
9
号
）

等
に
も
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
は
認
め
ら
れ
な
い
。

真
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

I
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
す
る
東
大
寺
点
加
点
の
儀
軌
資
料

l
、
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
院
政
期
点
（
長
治
二
年
（
二
〇
五
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
9
7
号
）

○
［
巻
末
墨
書
］
仙
業
者
　
ホ
シ
ナ
ツ
メ

巻
末
に
、
右
の
墨
書
の
音
義
が
存
す
る
。

2
、
不
空
窮
索
靴
底
遮
那
仏
大
潅
頂
光
真
言
一
巻
天
永
二
年
（
一
二

〇
復
有
衆
生
連
（
平
）
年
（
平
）
累
聖
人
）
聖
平
）
輿
去
）
疾
悩
・
（
「
療
」

3
、
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
院
政
期
点
（
保
安
元
年
（
二
二
〇
）

ノ

ホ

リ

　

　

を

○
仇
屈
頭
相
－
ロ
。
（
「
仇
」
左
傍
朱
書
「
如
凌
就
也
因
也
即
也
」

一
）
点
（
天
永
元
年
交
了
奥
書
〉
（
第
六
二
函
第
1
2
0
号
）

上
欄
外
朱
書
「
口
端
反
／
痩
也
／
不
能
／
ロ
也
」
書
入
）

書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
2
号
）

書
入
）

22

4
、
大
叱
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
菩
提
睡
標
繊
普
通
真
言
蔵
広
大
成
就
瑜
伽
巻
上
中
下
保
安
二
年
（
二
二
一
）
点
（
保
安
二

銅
肇
頴
崩
諸
鮮
書
「
徒
冬
反
赤
也
和
読
書
人
）

5
、
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
経
保
延
三
年
（
二
三
七
）
点
（
保
延
三
年
書
写
奥
書
）
（
第
六
二
函
第
8
7
号
）

○
任
歳
効
身
（
「
効
」
上
欄
外
墨
書
「
或
剋
《
右
傍
朱
書
「
車
也
」
》
」
書
入
）

○
堅
剛
け
二
小
指
を
。
（
「
析
」
上
欄
外
墨
書
「
析
／
思
歴
反
／
音
石
／
□
破
也
」
「
折
戎
本
／
食
列
反
／
音
折
分
也
」
書
入
）

6
、
第
叱
虚
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
菩
提
睡
帽
普
通
真
言
蔵
成
就
瑜
伽
巻
下
院
政
期
点
（
第
一
八
四
函
第
7
5
号
）

○
食
璽
す
）
る
。
と
　
（
「
咳
」
上
欄
外
朱
書
「
職
／
玉
、
徒
／
敢
反
／
職
食
也
／
又
□
」
書
入
）



右
に
の
他
に
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
は
、
以
下
の
ご
と
き
資
料
が
認
め
ら
れ
る
。

7
、
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
王
菩
薩
念
諦
儀
軌
建
久
六
年
（
二
九
五
）
点
（
建
久
六
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
8
8
号
）
書
了
興
然
本

の

　

　

の

　

ナ

ル

カ

　

に

「

ウ

ヤ

マ

ウ

J

　

シ

タ

フ

　

　

な

り

〇
三
世
　
諸
彿
　
所
　
共
　
遵
　
　
承
・
故
。
（
「
遵
」
左
傍
墨
書
「
シ
ュ
ン
反
」
書
入
）

8
、
底
哩
三
昧
耶
哺
動
使
者
念
論
法
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
九
年
（
二
九
八
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
2
4
号
）

〇
着
種
々
香
花
供
姿
返
）
不
離
（
返
）
諦
一
百
八
堅
返
）
（
「
歓
」
上
欄
外
朱
書
「
玉
云
／
虚
謁
反
／
喝
也
／
臭
息
散
也
」
書
入
）

の

○
或
山
窟
の
中
に
し
て
離
欄
…
ス
シ
虚
（
導
（
「
問
」
右
傍
朱
書
「
ネ
ウ
反
」
書
入
）

9
、
建
立
皇
茶
羅
護
摩
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
建
久
九
年
（
二
九
八
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
二
五
函
第
6
8
号
）
書
了
興
然
本

○
苦
】
参
（
平
）
　
（
「
苦
参
」
左
傍
朱
書
「
ク
ラ
キ
也
」
書
入
）

1
9
金
剛
頂
蓮
花
部
心
念
諦
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
（
第
二
五
函
第
3
0
号
）

○
仇
屈
酎
夢
甲
柱
・
（
「
仇
」
右
傍
朱
書
「
則
也
」
・
上
欄
外
朱
書
「
仇
／
如
凌
就
也
／
因
也
乃
／
也
」
書
入
）

よ

1
1
、
仏
説
不
空
扁
索
陀
羅
尼
儀
軌
経
巻
上
下
鎌
倉
初
期
点
（
第
二
五
函
第
9
2
号
）

○
眼
耳
鼻
舌
断
牙
歯
頭
　
（
「
断
」
右
傍
朱
書
「
牛
斤
反
歯
根
也
」
、
左
傍
墨
書
「
銀
音
」
喜
入
）

「

－

」

○
世
尊
若
諸
許
我
。
（
「
諸
」
右
傍
墨
書
「
玉
篇
云
／
丁
浪
反
／
言
中
也
」
書
入
）

資
料
1
1
に
は
、
右
の
如
く
、
朱
書
、
墨
書
に
よ
る
書
入
注
が
存
す
る
。

以
上
の
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
存
す
る
。

喜
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
認
め
ら
れ
な
い
資
料
は
、

Ⅱ
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
存
し
な
い
東
大
寺
点
加
点
の
儀
軌
資
料

1
、
金
剛
薬
叉
咲
怒
王
息
災
大
威
神
験
念
諦
儀
軌
平
安
後
期
点
・
長
治
二
年
（
二
〇
五
）
点
（
長
治
二
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
4

号
）
　
奉
受
兼
意
本

2
、
題
未
詳
大
治
五
年
（
二
三
〇
）
点
（
第
一
八
二
函
第
3
4
号
）
前
欠

3
、
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
第
一
院
政
期
点
（
嘉
応
元
年
（
二
六
九
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
8
2
号
）
範
呆
本

4
、
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
第
二
院
政
期
点
（
嘉
応
元
年
書
写
奥
書
）
　
（
第
六
二
函
第
8
3
号
）
範
異
本

32



5
、
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
儀
軌
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
点
（
第
一
八
二
函
第
1
4
号
）
覚
成
伝
領
本

6
、
題
未
詳
［
次
第
］
永
久
五
年
（
二
一
七
）
点
（
永
久
五
年
書
写
奥
書
）
（
第
一
八
二
函
第
2
8
号
）

7
、
授
三
衣
一
鉢
座
具
作
法
院
政
期
点
へ
永
久
五
年
（
二
一
七
）
書
写
奥
書
）
（
第
一
八
二
函
第
誉
巧
）

8
、
染
王
記
院
政
期
点
（
養
和
元
年
へ
二
八
一
）
書
写
奥
書
（
第
六
二
函
第
3
9
号
）

9
、
尊
勝
陀
羅
尼
升
四
法
院
政
期
点
（
文
治
五
年
（
二
八
九
）
書
写
奥
書
）
（
第
二
五
函
第
6
7
号
）
高
野
小
田
原
本

右
に
加
え
て
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
は
、

1
0
、
諸
秘
伝
上
鎌
倉
初
期
点
（
第
六
二
函
第
8
9
号
）

の
一
点
が
存
す
る
。
仮
名
点
資
料
は
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
の
存
す
る
資
料
の
該
当
が
な
く
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
い
ず
れ
も
書
入
注
（
音

注
、
義
注
）
が
存
し
な
い
資
料
ば
か
り
で
あ
る
。

儀
軌
以
外
の
仮
名
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
右
と
同
様
に
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
　
の
な
い
も
の
が
三
点
存
し
て
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

1
、
護
摩
表
白
平
安
後
期
点
（
天
書
六
年
（
一
〇
五
八
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
八
二
函
第
2
号
）

2
、
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
讃
仏
法
身
礼
院
政
期
朱
点
・
治
承
六
年
（
二
八
二
）
青
点
（
第
一
五
一
画
第
2
1
号
）
玄
吉
本

3
、
愛
染
法
口
伝
鎌
倉
後
期
点
へ
仁
安
二
年
（
二
六
七
）
書
写
奥
書
）
　
（
第
一
五
一
画
第
8
号
）
範
果
本

一
方
で
、
儀
軌
以
外
の
資
料
に
は
、
喜
入
注
（
音
注
、
義
注
）
の
存
す
る
資
料
が
一
点
認
め
ら
れ
て
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
集
法
悦
捨
苦
陀
羅
尼
経
院
政
期
点
（
第
六
二
函
第
1
2
2
号
）

○
馳
舎
地
輸
　
（
「
馳
」
上
欄
外
墨
書
「
除
ホ
切
」
書
入
）

○
如
童
子
初
畢
債
憤
者
不
少
便
。
（
「
憤
」
上
欄
外
墨
書
「
公
封
切
／
盛
也
／
乱
」
書
入
、
下
欄
外
墨
書
「
公
前
古
／
悔
二
反
／
□
也
／
乱

也
」
書
入
）

こ
の
資
料
の
書
入
注
は
、
墨
書
で
、
「
1
－
反
」
と
す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
が
、
「
1
－
切
」
の
形
の
音
注
が
認
め
ら
れ
る
。
仮
名
点
資
料
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
既
に
触
れ
た
所
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
加
点
の
資
料
も
含
め
て
、
平
安
時
代
後
半
期
及
び
鎌
倉
時
代
に
、
伝
承
的
な
も

の
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
注
釈
活
動
が
存
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

5
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お
わ
り
に

以
上
、
調
査
閲
覧
に
基
づ
い
た
限
り
の
資
料
に
つ
い
て
記
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
管
見
の
及
ば
な
い
も
の
も
多
数
に
及
ぶ
。
平
安
時
代
だ
け
を

取
っ
て
も
、
儀
軌
類
の
資
料
は
、
膨
大
な
数
に
上
り
、
わ
ず
か
、
右
の
資
料
の
み
に
よ
っ
て
儀
軌
類
に
お
け
る
書
入
注
の
様
相
を
論
ず
る
こ
と
に

は
、
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
入
注
（
音
注
、
義
注
）
が
、
漢
文
本
文
の
訓
読
、
理
解
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
対
象
と
し
た
一
々
の
儀
軌
類
の
資
料
に
お
け
る
用
字
が
、
注
を
施
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
実
態
を
示
し
た
も
の
で
、

右
に
検
討
を
加
え
た
事
項
は
、
偶
然
の
分
布
で
あ
る
と
考
え
る
向
き
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
に
、
西
墓
点
資
料
と
中
院
僧
正
点
資

料
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
ま
た
、
円
堂
点
資
料
と
喜
多
院
点
資
料
と
に
つ
い
て
は
、
加
注
の
な
い
資
料
に
偏
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
偶
然
性
の
越
え

た
状
況
を
示
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
本
稿
で
扱
っ
た
限
り
の
資
料
で
、
各
宗
派
流
派
、
ヲ
コ
ト
点
法
別
に
お
け
る
書
入
注
の
諸
相
を
纏

め
て
て
お
く
。

天
台
宗
寺
門
派
に
属
す
る
西
基
点
資
料
群
で
は
、
基
本
的
に
は
、
儀
軌
類
資
料
に
書
入
注
を
施
さ
な
い
。
一
方
、
天
台
宗
も
山
門
派
に
お
け
る

様
相
は
、
ヲ
コ
ト
点
法
に
よ
っ
て
、
善
人
注
の
様
相
が
異
な
る
。
宝
睡
院
点
資
料
群
は
、
書
入
注
を
施
さ
な
い
傾
向
に
あ
り
、
仁
都
波
迦
点
資
料

群
で
は
取
り
上
げ
た
資
料
数
が
少
な
い
も
の
の
、
宝
睡
院
点
と
は
逆
に
、
儀
軌
類
に
書
入
江
を
施
す
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

真
言
宗
に
お
い
て
は
、
広
沢
流
に
お
け
る
浄
光
房
点
加
点
資
料
に
は
、
喜
入
注
の
存
す
る
傾
向
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
、
浄
光

房
点
加
点
の
儀
軌
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
円
堂
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
儀
軌
類
資
料
に
お
い
て
書
入
注
の
無
い
資
料
が
量
的
に

多
数
占
め
る
。

高
野
山
関
係
の
資
料
で
は
、
中
院
僧
正
点
資
料
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
中
院
僧
正
点
資
料
に
つ
い
て
、
儀
軌
類
の
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入

注
を
施
し
た
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
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喜
多
院
点
資
料
で
は
、
儀
軌
類
資
料
に
お
い
て
喜
入
注
が
施
さ
れ
な
い
傾
向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
儀
軌
以
外
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
真
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
書
入
江
を
施
さ
な
い
も
の
が
、
十
一
資
料
認
め
ら
れ
、
喜
入

注
を
施
す
も
の
が
十
七
資
料
認
め
ら
れ
て
、
量
的
に
は
ほ
ぼ
捨
抗
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
所
で
も
で
あ
る
が
、
書
入
注
を
施
す
資
料
数
が
、
や

や
多
い
。

仮
名
点
加
点
の
資
料
は
、
そ
の
言
語
主
体
の
所
属
す
る
言
語
集
団
を
、
全
て
に
亙
っ
て
は
明
確
に
は
定
位
で
き
な
い
が
、
奥
書
に
依
れ
ば
、
天

台
宗
関
係
の
資
料
も
、
真
言
宗
関
係
の
資
料
も
存
す
る
。
検
討
を
加
え
た
如
く
、
儀
軌
類
資
料
に
お
い
て
は
、
書
入
注
が
施
さ
れ
な
い
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
て
、
そ
の
辺
に
、
ヲ
コ
ト
点
を
伴
わ
な
い
、
宗
派
流
派
を
越
え
た
仮
名
点
の
資
料
的
性
格
が
存
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
が
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
の
様
相
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
、
多
く
の
資
料
の
調
査
を
果
た
し
て
、
右
の
推
定
の
是
非
を
究

め
る
の
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注

（
1
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
（
一
九
八
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
、
合
点
の
付
さ
れ
た
目
録
が
認
め
ら
れ
る
。

（
2
）
宮
澤
俊
雅
「
『
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
実
青
書
目
録
』
」
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
　
解
説
』
、
一
九
八
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

（
3
）
奥
田
勲
「
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
」
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
　
解
説
』
、
一
九
八
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

注
2
文
献

（
4
）
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
（
二
〇
〇
七
年
二
月
、
汲
古
書
院
）
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［
付
記
］
本
稿
の
基
と
な
っ
た
資
料
の
調
査
、
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
御
当
局
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
員
各
位
の
ご
高
配
を
得
た
。
記
し

て
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
著
す
に
あ
た
っ
て
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
上
、
今
昔
文
字
鏡
フ
ォ
ン
ト
（
M
a
c
版
）
を
利
用
し
て
、

表
示
し
た
部
分
が
あ
る
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。




